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石
い し は ら

原遺跡地元説明会
令和元年 10月 26 日19C区谷地形 (015NR) の出土遺物

　　土器は全て破片で出土しており、完形の土器
は出土していません。また、各時期の土器いずれ
にもススがべったりと付着するものが多く、煮炊
きに使用されたものが捨てられていました。
　石器は、木の実などを磨り潰す道具の磨石や台
石といった堅果類など植物質食料の加工に用いら
れる石器がまとまって出土しています。
　以上のような遺物の出土状況から、谷付近では
縄文時代後期後半から弥生時代前期 ( 約 3,500 年
前〜約 2,500 年前 ) にいたるまで、煮炊きの作業
を含むドングリなど堅果類の加工が行われていた
と考えられます。安定した湧水があった環境の谷
は、時代を経ても継続的に利用された場所です。
　このことは、19C 区に比較的近い場所にこれら
の道具を使っていた人々の住む集落があったこと
を示していると考えます。

縄文時代晩期初頭の土器

縄文時代晩期後葉の土器

縄文時代晩期前葉～中葉の土器

弥生時代前期の土器
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　昨年度は石
いしがこいろ

囲炉をもつ縄
文時代中期の竪

たてあなたてものあと

穴建物跡
(18B 区 ) や縄文時代後期か
ら晩期の土器・石器を含む
土
ど

坑
こう

(18A 区 ) が見つかって
います。竪穴建物跡は重複
があり、改築や復旧をして
同じ場所に繰り返し住む縄
文人の暮らしぶりが判って
きました。
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集石遺構 044SK 集石遺構 045SU

18B 区 竪穴建物跡 325SI 縄文時代中期

18B 区 竪穴建物跡 170SI 縄文時代中期

集石遺構 042SK・043SK

19C 区全景 ( 東から )

左上　黒色土検出
( 南から )
左下　配石墓 *1

040SK 検出 ( 東から )
右上　縄文時代晩期
の遺物出土状況
右下　谷地形のテラ
ス状の平場 *2

*1　配石墓は、土坑の内部
に石を立てて配置したもの
です。また、骨片も出土し
ているため、墓だと考えら
れます。
*2　テラス状の平場は、当
時の人々が水場として利用
しやすいように平場に土地
改良をしていたと考えられ
ます。

石原遺跡 19C 区拡大

石原遺跡全体図谷地形 (015NR)

　石原遺跡はその字名「石
原」から想像されるように、
幾度もの土
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に覆われて
きました。19C 区では土石
流の影響を免れた部分 ( 谷

たに
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015NR) があり、縄文時
代晩期を中心とする大量の
土器・石器が出土しました。

　19C 区の谷地形 (015NR) では黒色土が堆積
していて、その黒色土から大量の土器や石器が
出土しています。また、煮炊き等で火を焚いて
いたと考えられる集石遺構 (042SK・043SK・
044SK・045SU) や土器が使用時のまま埋めら
れていたと思われる場所 ( 底部のみ残存 ) が黒
色土の中から検出されました。さらに、黒色
土の遺物包含層を掘り込んで構築された配

はいせき

石墓
ぼ

(040SK) も 1基検出されました。
　土石流が遺跡のあちこちに走っており、谷地
形015NR以外の場所では遺構や遺物が少なく、
竪穴建物跡なども確認できませんでした。また、
調査区北側の段になっている部分は、後世の耕
作に伴う整地が行われていたため、遺構や遺物
はあまり残っていませんでした。

これまでの調査成果 今年度の調査成果 19C区の谷地形 (015NR) について
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